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はじめに

これまで、筆者らは看護過程の展開に関

する授業科目を、課題を発見し解決する能

力、つまり看護リテラシーを育成する科目

として位置づけ、その教育に関する現状把

握のために、授業研究論文を中心に検討し

てきた(青山ら， 2018;西薗ら， 2018)。しか

し、先行研究は看護理論の活用・看護診断・

アクティブラーニングに集中しており、実

際の展開に関した包括的概観報告はなく、

現状把握は難しかった。とりわけ看護過程

には他の科目とは違って標準的な教科書が

ないため、授業計画が立てにくく、標準的

な授業計画も共有されていないという声も

聞かれる。そこで、まず看護過程の展開の

現状を知るには、全国の看護大学のシラパ

スから看護過程の授業計画を収集すること

から始めるのが有効ではないかと考えた。

幸い現在では大学シラパスは肥B上に公

開されていることが多い。学校教育法施行

規則第 172条の 2(2010年 6月 15日公布、

2011年 4月 1日施行)に基づき、各大学の

教育研究活動等の状況を公表が義務付けら

れている。そのため、各大学のシラパスの

収が可能な環境である。

目的

本研究の目的は、 WEB公開された大学シ

ラパスから、 専門分野 1 (基礎看護学)に

おいて、導入科目としての看護過程の展開

に関する科目の科目名・単位数・時間数・

配当学年のデータを収集し、全体的な傾向

を知ることである。

方法

1)データ収集方法

2018年 10月の時点で日本看護系大学協

議会の会員校として登録している 277大学

がWEB公開しているシラパスから看護過程

の展開に関する授業科目の情報を検索 ・収

集した。検索・収集期間は2018年 12月，...，_2

月、 2名で実施した。

看護過程の展開に関する授業科目の条件

は、次の2点とした。 1点目は、以下に示

す日本看護科学学会の学術用語集に記載さ

れている看護過程の定義に基づいた授業科

目とした :
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看護の知識体系と経験に基づいて、

人々の健康上の問題を見極め、最適か

っ個別的な看護を提供するための組織

的 ・系統的な看護実践方法の一つであ

り、看護理論や看護モデ、/レを看護実践

へつなぐ方法である。看護過程は、 5

つのステップ(アセスメント、看護診

断[問題の明確化]、計画立案、実施、

評価)に分けられている場合が多く 、

これらのステップは互いに関連して動

的に循環しらせん状に進み、「評価Jに

基づいて再び次の 「アセスメント」へ

とつながっている。また、看護過程は、

看護の対象となる人々と看護実践者と

の対人的関係の中で成立し、展開する

ものである。すなわち、看護過程は、

対人的援助関係の過程を基盤として、

看護の目標を達成するための科学的な

問題解決法を応用した思考過程の筋道



である。

(日本看護科学学会看護学学術用語検

討委員会， 2011)

2点目は、保健師助産師看護師学校養成

所指定規則の別表3 (厚生労働省， 2011) 

に示されている専門分野 1(基礎看護学)

の授業のうち臨地実習を除き、看護過程の

展開に関する導入科目を条件とした。ただ

し、例外として、専門分野II(成人看護学・

老年看護学・小児看護学・母性看護学・精

神看護学)と統合分野 (在宅看護論)の授

業科目の中で看護過程の展開に関する導入

科目を実施している場合は、授業目的・ 目

標・内容を確認し、 1点目の条件に合致し

た科目を含めた。

1次検索:日本看護系大学協議会の会員

校である 277校の記載順にシラパス公開の

状況を調査した。各大学が公開しているシ

ラパス検索サイト、も しく はPDF版のシラ

パスのサイ トを検索した。その検索方法は、

各大学のE もしく は、大学名と“シラパス

(シラパス検索)"“教育要項目のキーワー

ドを用いて検索した。さらに、検索できな

い大学については、“ポータノレサイド “教

育情報"“授業カタログ"のキーワードを組

み合わせて検索した。

2次検索:1次検索によって得られた大

学のシラパス検索サイ トやPDF化されたシ

ラパスから、看護過程の展開に関する科目

のシラパスの有無を調査した。まず科目名

“看護過程ぺ“看護過程論"で検索した。

その結果、科目名は必ずしも「看護過程」

「看護過程論Jでない場合があることが判

明した。そこで、キーワード検索が可能な

シラパス検索サイトの場合は、看護過程の

定義に含まれる要素として、“展開"“過程"

“方法"“援助"“技術"

“看護診断(診断)"“アセスメント"のキ

ーワードで検索した。さらに、複数の科目

が配当されている大学があることが判明し

たため、その場合は検索条件にある全ての
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シラパスを含めた。

以上の条件で検索したシラパスの授業目

的、目標、授業計画を読み、患者事例を用

いて看護過程を展開する授業内容を含むこ

とを確認した上で印刷し、 収集した。

3次検索 :2次検索のようなキーワード

検索が不可能で、正式な科目名でのみ検索

可能なシラパス検索サイトの大学について、

3次検索を実施した。まず、当該大学の教

育課程や履修モデ、ノレの資料を検索し、看護

過程の展開や基礎看護学に関連し、かっ 1

年次の後期または2年次に配置されている

科目の内、“看護方法論"“看護技術"“看護

援助論"“展開論"などの名称の科目を抽出

した。さらに、複数の科目が抽出されるケ

ース、例えば、“看護援助論 1"“看護援助

論II"“看護援助論m"の3科目が抽出され

た場合、看護過程の授業内容は後半に配置

されると考えられたため、 “看護援助論理"

から}I贋に抽出し、 シラパスを検索した。

以上の条件で検索したシラパスの授業目

的、目標、授業計画を読み、患者事例を用

いて看護過程を展開する授業内容を含むこ

とを確認した上で印刷し、 収集した。

4次検索:3次検索によっても検索で、き

なかった大学のシラパスを検索した。当該

大学の教育課程や履修モデ、ルから、専門分

野Hと統合分野に属する科目に検索範囲を

広げ、 成人看護学、老年看護学、在宅看護

学の科目の順に演習科目のシラパスを検索

し、抽出した。

以上の条件で収集したシラパスから、①

大学名②科目名③配当学年④単位数をデー

タとして、 一覧表に記載した。

2)分析方法

大学の設置主体と単位数 ・学年配当の分

析は、SPSSStatistics 24 (IBM社)を用

いてカイ 2乗検定を行い、有意水準は5%

とした。科目名称の分析は、テキス ト型デ

ータ解析ソフ トWordMiner(日本電気計算

株式会社)、その他の分析は、表計算ソフ

トMicrosoft Excelを用いた。
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結果

1.シラパスのWEB公開状況

277校のうち、シラパスを公開していた

大学は260校(93.9%)であった。そのうち

5大学は、 2018年度の関学や学部・学科設

置の大学であり、看護過程の展開に関する

授業科目のシラパスは公開されていなかっ

た。以上から、看護過程の展開に関する授

業科目のシラパスを公開していた大学は

255校であった。 一方、シラパス非公開の

大学は、 17校(6.1%)であった(図 1)。

公開無

( 17校6%)

n=277 

図1 シラパスの肥B公開状況

2年次1科目 不明2校1%

3単位のみ1柄。4%

2.授業科目数・配当学年・単位数の特徴

1)大学ごとの授業科目数・配当学年・単

位数

シラパス収集が可能で、あった255校のう

ち、 1科目のみで実施していた大学は 222

校 (87.1%)、複数科目で実施していた大学

は33校 (12.9%)で、あったロ 1科目のみで

実施していた大学のうち、 2年次 1科目の

みが多数を占めた。内訳は、1単位が 134

校 (52.5%)、2単位が 42校 (16.4%)、3

単位が l校、計 177校 (69.4%)で、あった。

続いて、 1年次 l科目のみは、1単位が 29

校 (11.3%)、2単位が 12校 (4.7%)、計

41校16%)、3年次1科目のみが2校(0.8%)

であった (図2)。

2)大学の設置主体からみた単位数と配当

学年

設置主体別に単位数の傾向を見ると、 1

単位と 2単位の科目数の割合は、国・省と

私立の傾向が類似しており、1単位科目が

72.9%と74%、2単位科目は25.0%と

24.5%で、あった。 3単位科目は、国立 (1

科目)と私立 (2科目)で配当され、 4単位

科目は私立のみに配当されていた。公立は

l単位科目が83.7%、2単位科目が16.3%、

3単位以上の科目はなかった。

複数科目指校

12.9% 

1年次1科[32単位

のみ12.校 4.7%

n=255 

図2 科目数・配当学年・単位数の特徴
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配当学年では、国・省は1年次に8.3%、2

年次に83.3%配当し、公立と私立は1年次に

20.4%と24.5%、2年次は75.5%と72.4%で

あった。設置主体と単位数(1単位と 2単位)

の聞の関連があるかをカイ 2乗検定によって

検定した結果、有意差は認められなかった(p

=.41)。また、設置主体と配当学年 (1年と 2

年)においても有意差は見られなかった (p

=.06) (表 1)。

3)授業展開パターンー1科目展開と複数科

目展開ー

1科目のみで実施している大学の授業展開

パターンの傾向は、講義と事例を用いて看護

過程の各ステッフ。に沿った演習を行っていた。

一方、複数科目で実施している大学 (33校)

の授業科目 (71科目)について、大学ごとに科

目聞の関連を分析した結果、 4つの授業展開
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けて並行もしくは、前後に配置するパターン

であり、 9校で行われていた。次に反復強化

型は看護過程の展開を繰り返すパターンで、あ

り、 18校で行われていた。反復強化型は、さ

らに3つのパターンに分かれ、それぞれ6校

で行われていた。授業で学習した看護技術や

フィジカノレアセスメントの内容を応用して、

後半の数コマで看護過程の展開を行うパター

ン、看護過程のアセスメントの段階の演習後

に、改めて看護過程の展開を行うことによっ

て、アセスメントを反復強化するパターン、

看護過程の盗品程を反復するパターンに分か

れた。応用発展型は3校で行われ、 その内容

は、先修科目で看護過程の展開演習後、後の

科目で、理論の活用や看護診断によって演習を

深めるパターンで、あったo臨地実習活用型は、

3校で行われ、先修科目で看護過程の展開演

パターンに分類された (表2)。 習、後の科目で臨地実習内容を用いて看護過

講義一演習型は、講義科目・演習科目に分 程の展開演習を行っていた。

表 1 大学の設置主体と単位数・配当学年

設置主体 単位数 E当学年

1単位 2単位 3単位 4単位 計 1年 2年 3年 4年 不明 計

国・省 35 12 。 48 4 40 4 48 

72.9 25.0 2.1 0.0 100.0 8.3 83.3 8.3 0.0 0.0 100.0 

ハ:t.¥.lー4 41 B 。 。 49 10 37 49 

83.7 16.3 。。 0.0 100目。 20.4 75.5 0.0 2.0 2.0 100.0 

私立 145 48 2 196 48 142 4 196 

74.0 24.5 1.0 0.5 100.0 24目5 72.4 2.0 0.5 0.5 100.0 

科目数の計 221 68 3 293 62 219 B 2 2 293 

表 2 複数科目で実施する授業展開パタ}ン

/~ターン名 授業展開パターン 大学数

講義一一演習型 講義科目・演習科目l二分けて並行もしくは前後Iこ配
9 置する

先修科目で看護過程の展開演習後、後の授業の
6 後半数コマで事例展開を行う

反復強化型 先修科目でアセスメントの演習を行い、後の科目で
6 看護過程の展開を行う

看護過程の展開演習を繰り返す 自

E芯F回予E庖皇室2
先修科目で看護過程の展開演習後、後の科目で

3 理論の活用や看護診断によって境習を行う

臨士也実習活用霊堂 先修科目で看護過程の展開演習、 後の科目で実
3 習内容を用いて演習を行ラ

言十 33 

同

h
u

ハ
h
u
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3.授業時間数の傾向

授業時間数の分析は、配当学年や授業計画

が不明なシラパスを除く288科目を対象に分

析した。288科目における単位数の内訳は、

1単位は218科目、 2単位は66科目、 3単位

は3科目、 4単位は l科目であった。288科目

の授業形態(講義科目・演習科目)の種類は、

“講義"“演習"“講義・ 演習"“実技'¥ もし

くは明記されない大学があった。そのため、

授業時間数のデータは授業計画内容から、看

護過程の展開に関する実施コマ数を抽出した。

1単位科目の看護過程の展開に関する授業

時間数は、最短7コマ以下から最長 18コマの

範囲であった (1コマは90分とする)。授業

140 

120 

1∞ 

電車 80 

血 60

~ 
40 

20 ng{ {周一[図一。
7以下 B 9へ-14 15 16~18 

授業コマ数 ロ1年臼2年ロ3年ロ4.1手

図3 1単位科目の授業コマ数

4.科目名称

1)検索キーワ}ドごとの検索結果

シラパス検索時に用いたキーワードごとに

科目名称を検索した結果は表3に示すとおり

である。 一番多く用いられていたキーワー ド

は“看護過程(展開)"で 132科目 (45.1%)

で、あった。さらに語尾に“論"“演習"“技術"

などの用語が付くため、 実際の科目名称は多

様な名称に分かれた。続いて、“技術"42科

目 (14.3%)、“方法"33科目 (11.3%)、“基

礎看護学"20科目 (6.8%)、“看護診断"10 

科目 (3.4%)、“援助"14科目 (4.8%)、“看

護実践 ・看護原論"9科目 (3.1%)、“クリテ

イカノレシンキング"6科目 (20.%)、“看護理

論" 5科目(1.7%)、“看護アセスメン ト"5 

時間数と配当学年の組み合わせで一番多かっ

た傾向は、 2年次 15コマ(122科目)と2年次

8コマ(25科目)、 1年次 15コマ(22科目)と 1

年次8コマ (12科目)で、あった (図 3)。

次に、 2単位科目で看護過程の展開に当て

られた授業時間数は、最短7コマ以下から最

長 30コマの範囲で、あった。授業時間数と配当

学年の組み合わせで一番多い傾向は、 2年次

は15コマ(18科目)、 30コマ(11科目)、 16'"'-'

25コマ(6科目、1年次は7コマ以下(9科目)

と15コマ(8科目)で、あった。 さらに、 3単位

科目の授業時間数は、 30コマ (2科目)、 45

(1科目)であり 、4単位科目の看護過程の展

開に関する授業時間数は、8'"'-'14コマ(1科目)

で、あった (図4)。

20 

18 

16 

14 

講話 12

阻 10

~ 8 

6 

4 

2 。
7以下 Sへ-14 15 16~25 30 

十受業コマ数 ロ1年白2年白3年 ロ4年

図4 2単位科目の授業コマ数

科目(1.7%)、その他 17科目 (5.8%)であ

った。これらのキーワー ドも“看護過程 (過

程 ・展開)"と同様、後ろに数ノそターンの語尾

が付き、多様な名称に分かれた (表3)。

2)科目の名税構成

収集した総シラパス数で、ある 293科目を対

象に、科目の名称構成と頻度を分析した。そ

の結果、 12の名称構成と “その他刀に分類さ

れた。名称構成数が示す科目名称の傾向は、

12に分類されたが、分類されなかった “その

他"の科目数は23科目 (7.8%)であり、前

述の結果と同じく、科目名称の多様性を示し

ていた。

名称構成は、「看護技術/基礎看護方法論J

76科目 (25.9%)であり、続いて、「看護過
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11科目 (3.8%)、 「看護展開論J7科目

(2.4%)、「看護理論Jr看護アセスメ ントJ5 

科目 (1.7%)、「クリテイカルシンキングJ4 

科目 (1.4%)で、あった (表 4)。

程論/看護展開論J67科目 (22.9%)、「看護

過程J30科目 (10.2%)、「看護過程演習/展

開技術J23科目 (7.8%)、「看護方法論J19 

科目 (6.5%)、「看護学原論/総論/概論J12 

科目 (4.1%)、「基礎看護学Jr看護診断学」

表3 科目名のキーワード

14.3 

と三五
132 

42 

11.3 

6.8 
4.8 
3.4 
3.1 
2.0 
1.7 
1.7 
5.8 

100.0 

33 

初
一
同
一
川
一

9
一6
一5
一5
一
げ
-
幻η

L
 

年i

~議・_，_I.実苔・~震笥在中m・援助i畳程・者護の畏顎など

看護技術詰・看護技術連音・基礎著霊長術・茎;$;長術・技

術各議，基盤長楕=護院技術など

考護方法=看護万這議・看護万三去漢吾・看護方定詰漢音・

呈童五孟蓋
務誇・;実蓄・擾陰謀a実議論など

生活援Eト看護護局・~擾勧誘・~掻.e}]学・~援助方乏など

~学.~議・~方涯詮漢蓄など

~議・~j実晋など

~誌など

~学・~と実装・~と看護逼程

~学・~概論・~j実蓄

科芸名のキーワード

霊室主主(蓑原)

主権

方法

皇室霊童生
量量一一
三重草草
零護妄露・零護憲議
クリティカル・シンキンク
著護這詰

署護アセスメント

そのf也

。6
25.9 
22.9 
10.2 
7.8 
6.5 
4.1 

3.8 
3.8 
2.4 

1.7 
1.7 

1.4 

7.8 
100.0 

及されず、准看護師が看護師資格を取得する

ための教育課程には含まれている(厚生労働

省， 2015)ことを考え合わせても、 看護過程の

展開に関する授業は、看護師養成課程の必修

授業として位置づけられる。

科目名に“基礎"、“原論"、“看護技術"な

どが用いられていた傾向は、看護師に求めら

れる看護計画立案能力の育成が基礎科目と し

て捉えられていることを示しており、先に述

べた、看護師と准看護師の養成課程の違いと

も一致するものである。このことから、 看護

表 4 科目の名称の構成要素

授業科目の名 称 構 成 科 目 数
看護技術/基礎看護方法論 76 
看護過程論/過程展開論 67 
看護過程 30 
看護過程演習/展開技術 23 
看護方法論 19 
看護学原論/総論/概論 12 
基礎看護学 11 
看護診断学 11 

看護展開論 7 

看護理論 5 

看護アセスメント 5 

クリテイカルシンキング 4 

その他 23 
言十 293 

1
-
2
一3
一4
一5
一日一
7
-
B
一9
一
叩
一
日
一
日

考察

1.カリキュラムからみた傾向

4年間のシラパスを公開している 255校全

てにおいて、看護過程の展開に関する授業が

行われていた。この結果は、 <根拠に基づき

看護を計画的に実践するのに必要な基礎的能

力の育成>を看護師養成の教育内容の指針と

すべきであるとした厚生労働省 (2011)、文部

科学省 (2017)、日本学術会議 (2017)と各大

学のカ リキュラムの一致を示している。また、

看護計画の立案能力は、准看護師教育では言
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過程の展開に関する科目は、看護師としての

<根拠に基づき看護を計画的に実践するのに

必要な基礎的能力の育成>に直結する基礎科

目に位置づけられていると言える。

看護過程の展開に関する授業科目の学年配

当と単位数は、専門分野Iの科目として、 2

年次に 1科目のみ1単位と 2単位で実施する

傾向が見られ、 l年次に実施している大学は

少ない傾向で、あったo 2年次に多く配当され

る理由として、科目名「看護過程展開技術J

「看護技術論lIJが示しているよ うに、 「看護

過程を展開する技術Jが看護技術の 1っと定

義されることと(日本看護科学学会， 2011)、

看護技術の授業進度は伝統的に「人間関係の

技術Jr生活援助技術Jを先に履修するという

経験に基づいたカリキュラムの影響を受けて

いると考えられる。さらに、大学の立地条件

として、一般基礎科目と専門科目の実施キャ

ンパスが異なる場合があることもひとつの理

由と考えられる。

一方、 2年次または3年次に配当していた

大学のうち、専門分野Iで講義を 1コマ行っ

た後、専門分野Eの成人看護学や慢性期看護

学の科目で実施する大学が2校あった。その

うち、 1校は2年次までは教養科目を履修す

るカリキュラムであることが影響していると

考えられるケースで、あった。専門分野Eの成

人看護学や慢性期看護学で行われる看護過程

に関する導入の授業展開は、初学習者を対象

とした専門分野Iと専門分野Hの学習内容が

求められる。今後、授業計画の詳細を収集し、

分析を進める予定である。

2.授業パターンからみた傾向

複数科目で実施している大学 (33校)の授

業パターンは、各大学が看護過程の展開に対

して強化したい授業内容を示している。講義一

演習型は、理論と実践を関連させた理解を強

調する内容であり、反復強化型は看護過程の

展開そのものの定着とアセスメントを強化す

る内容である。そして、応用発展型はアセス

メントの強化と看護現場の電子カルテで用い

られている看護診断に対する理解を深め、実

践力を強化する内容である。臨地実習活用型

は、個別の臨地実習経験から再度学習するこ

とによって、学生個々の理解度に合わせた看

護過程の展開の補足と定着、さらに自己評価

を深め課題発見を促す内容であると考える。

このように、複数科目で展開している大学の

授業展開パターンは、看護計画立案に必要な

アセスメントをより強化した教育を重視して

いると考える。

各大学の授業科目数 ・単位数 ・時間数の傾

向として、 1または2単位15コマ (30時間)

の1科目のみで実施している傾向が見られた。

15コマで一連の看護過程の展開の理解とア

セスメントの強化を達成する効果的な授業計

画を立案することは、 筆者らの経験からも困

難が伴う現状がある。カリキュラムからみた

授業科目の単位数や時間数の変更は、大学の

紘識的な営みを必要とするが、それ以外の授

業内容の検討は授業担当教員による調整が可

能である。 このことから、調査結果で明らか

となった複数科目による授業展開パターンの

授業シラパスは、現実的な改善に関する有益

な情報を提供している。

3.授業科目名からみた傾向

科目名のキーワー ドや名利構成分類の結果

は、各大学の看護過程の展開に対する多様な

考え方やカリ キュラム上の位置づけが反映さ

れており、一様でないことが明示された。そ

の中でも比較的多く用いられていた授業科目

名「看護過程論/過程展開論Jr看護過程Jr看
護過程演習/展開技術Ji看護方法論jは、看

護過程を問題解決法の構造を持つ系統的ある

いは組織的に行う活動として位置づけるとい

う考えを強く表している。さらに、「基礎看護

学Jr看護学原論/総論/概論」は、看護過程の

展開を看護学の基本となる学習内容として位

置づけるという考えを表し、「看護技術/基礎

看護学方法論」は、看護の専門的知識に基づ

いて提供される看護技術と して位置づけると

いう考えを表している。「看護理論Jr看護ア
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セスメントJrクリテイカルシンキング」は看

護過程における問題解決思考とアセスメント

における看護理論の活用を重視するという考

えである。また、 「看護診断学」は、看護過程

のアセスメントと看護診断[問題の明確化]の

ための学問として位置づけられている。さら

に “基礎看護学"“看護診断学"に見られる

“学"という名称は、その授業科目から新し

い知を創造するという大学としての強い意図

を示していると言える。

4.まとめ

看護過程には標準的な教科書がないが、看

護過程が米国から我が国に導入された 30年

以上の経験に基づいた授業計画の共通性がみ

られるのでは、と期待していた。

調査の結果、看護過程は基礎的な授業科目

としてすべての看護大学で実施されていた。

しかし、予測していたような共通した授業計

画はなかった。配当学年においては 2年次

(69.4%)が多いものの、 複数学年で展開す

る例も見られ、多様性に富んでいた。科目数

では l科目展開が多いが (86.3%)、2科目以

上での展開も一定数あった(12.9%)。時間数

は7コマ 04時間)以下から 45コマ (90時

間)までと多様であった。科目名称を看護過

程(論、展開技術などを含む)としているも

のは45.1%に過ぎず、過半数が他のキーワー

ド(看護技術、看護方法、看護診断、援助な

ど)を科目名としていたことは予想外であっ

た。授業担当分野は、圧倒的に基礎看護学分

野が多かったが、成人看護学分野で展開する

例もあり、一様ではなかった。

5.本研究の限界と今後の課題

今回の分析は、柔軟に変更しにくい項目(科

目名、配当年次、単位と時間数)を中心に検

討したため、 実際の実施内容を厳密に反映し

ていない可能'生もある。今後は、より実態を

詳細に把握するため、シラパス記載の授業目

的 ・目標 ・授業計画の分析を進める予定であ

る。さらに、准看護師免許取得者が看護師資

奈良看護紀要 VOL15.2019

格取得のために受ける教育課程の教育内容に

ついても検索範囲を広げて情報収集を進める

予定である。

本研究は、 科学研究費助成事業の助成を受

けた。(平成29年度~平成 32年度 基盤研究

C17K01040)本研究における利益相反はない。
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